
（１）施策の目標指標、KPI

（２）重点施策に関する検証

推進委員会からの意見（要旨）

①旭中央病院は、雇用を創出する場でもある。地元の高校生が医療系に進んでもらって、将来戻って来てもらえるよう応援できればと思う。
②指標にあるコミュニケーションマネージャーが、おひさまテラスの中だけでなく、街の中に飛び出していくのが理想だと思う。
③おひさまテラスが旧干潟地域からでは少し遠いと感じる。また、未就学児のイベントはあるが、小学生向けのイベントが足りないと思う。
④例えば小学生向けのクラフト工作や、チョコレート作りなどのイベントが充実していけば、より交流が生まれると思う。
⑤市のコミュニティバスがイオンタウンに停まるようになるか。
⑥イオンタウンあさひに住居エリアが出来ることを知っている人が少ないのでは。もっと情報提供してほしい。
⑦イオンタウンで、子どもを対象としたお米の研ぎ方のイベントなどあれば協力したい。また、近所の保育園児がジャガイモ掘りした時に生き生きとした姿を見
ている。農産物の収穫体験がイオンタウンから市バスなどで移動したりして開催できたら良い、身近に協力してもらえる農家の方は沢山いると思う。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

①旭市では市内医療機関の看護師確保のため、将来、看護師として旭市内の医療機関で働くことを目指している看護学生（４年制大学）に、４０万円を貸し
付け、卒業後に旭市内の医療機関で２年間看護業務従事した場合は返還が免除となる看護学生入学支度金貸付制度を実施しています。引き続き、広報や
HP等を活用しながら、周知を行っていきます。
②国の交付金を活用した地域コミュニティーの創出事業があり、工作、図書館、スモールビジネス等につながるプログラムの展開を進めています。特にスモー
ルビジネスは、地域で何かがしたいと考えている人を後押しするため、ローカルチャレンジャーと題して5回実施し、地域で活躍している人からの助言などをも
らうことができるなど、活動を継続し、徐々に街に出ていけるよう支援を進めていきます。
③多世代交流施設として、小さい子から高齢の方までの交流が広がっていければと思います。例えば、本を読みながら高齢の方と交流できたり、クラフトルー
ムなど小学生と保護者の方が使ったり、いろいろな使い方ができると思います。ぜひ、お子さんと一緒にどういった事ができるか見つけてもらいながら、こんな
使い方ができたらという要望も市やおひさまテラスまで、ぜひ寄せていただければと思います。
④多世代交流施設で実施する施設主催のイベントや講座は、指定管理者が施設の各スペースの特長を生かしながら企画・実施しています。「子育てを通し
て、まちの人々がつながり、支え合い、ともに育む場」を目指して、自己実現や多様な交流と学びを支援する場を提供できるよう、イベントや講座の充実を図っ
ていきます。
⑤現在、イオンタウン北西角の交差点に信号機が無く、南側からのバス車両横断に時間を要してしまうことから、敷地内の乗り入れを見合わせています。信号
機設置については千葉県警に要望しており、設置後には、コミュニティバスを敷地内に乗り入れする予定です。
⑥当初のお知らせしている計画のとおり、商業施設がオープンし、今後、介護施設、移住者向けの居住エリアが整備される予定です。引き続き、本事業の周
知に努めていきます。
⑦多世代交流施設で実施する施設主催のイベントや講座は、指定管理者が企画・実施しています。さらに、商業施設エスカレーター付近のみらい広場で実
施するイベントについては、イオンタウン旭の施設管理者が企画・実施しているところです。ご提案のイベント企画に際しては、お力添えをいただけることを指
定管理者と施設管理者に伝えます。また、農産物の収穫体験については、まずは、多世代交流施設にある屋外スペースを活用しての実施を検討していると
ころです。
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① 施策の進捗状況 停滞 実施困難概ね順調 〇

【現状】
・令和3年7月に計画地の開発が完了したことから、同月に商業施設建築工事着工。ハード面では、令和4年
春のまちびらき（多世代交流施設を含む商業施設完成）に向け、目途がついた。
・市が開設する多世代交流施設（おひさまテラス）については、市議会の議決を経て、イオンタウン（株）を指
定管理者に指定したほか、商業施設建築工程に併せながら、内装整備に着手し、開設に向けた準備をハー
ド・ソフト両面で着実に進捗させることができた。
【課題】
・まちの機能を活用した生涯活躍プログラムや移住者等の地域への溶け込みを図る体制の構築など、まちの
魅力を向上させるソフト面の充実を図る必要がある。
・市域全体の活性化につなげるための拠点として育てていくため、市民参画によるまちづくり組織の組成を検
討していく必要がある。
・事業の効果的な情報発信を特別養護老人ホームや住居建設着工時等の機会を捉えて行う必要がある。
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重点施策 旭市生涯活躍のまち構想 主管課 企画政策課 担当班

重点施策マネジメントシート 令和 3 年度事後・決算
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③現状と課題、方向性、数値目
標・ＫＰＩ達成に向けた課題・問
題点

④5年度施策の方針

生涯活躍のまちへの移住者数
（定住（1）生涯活躍のまち・あさひ形成事業）

200人

・本市の強み、地域資源を最大限に活用した「生涯活躍のまち・みらいあさひ」を官民連携事業として高い事
業性と公益性を兼ね備えた形で実現するために、エリアマネジメント組織（一社）みらいあさひや旭中央病院
などとの連携・協働により、生涯活躍プログラムの企画・実施を行う。
・（一社）みらいあさひが主となって取りまとめを行う「生涯活躍のまち・みらいあさひ」のまちづくりビジョンの策
定について、連携を図りながら検討していく。
・移住希望者の獲得及び関係人口の創出に向けて、4年度中に拡充される移住・定住施策と連携しながら、
情報発信を行う。
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② （１）数値目標・ＫＰＩの
実績値と（２）－①の状況
の理由等

【達成状況：Ｄ】令和３年度は▲６１人で若干抑えられている。Ｒ2とＲ3を比較すると転出入の数に大きな
変化はないが、１０代の転出超過が最も大きい。

KPI 15【達成状況：－】商業施設が先行整備された後に住宅は順次開発される予定のため、ＫＰＩの実績
はカウントできないが、事業者グループで住宅整備に関する検討が進められている。
KPI 16【達成状況：Ａ】移住相談件数は、専用サイトの開設や事業者グループとの共同実施によるオン
ラインセミナーの開催やふるさと回帰フェアの対面開催などにより前年度実績を上回ることができた。内訳
は、62件が定住促進奨励金の制度説明を含めた移住に関する相談件数、11件が専用サイト等を通じてあっ
た相談件数、75件が移住セミナーや移住イベント等での相談件数（うち　オンライン相談36件）である。
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200件 114件

達成状況の評価
S 目標値を達成（見込み）

A 現状値より上昇（10%以上）

B 現状値より上昇（10%未満）

C 現状値と同水準（同値～△10％未満）

D 現状値より下落（△10％以上）

― 評価不能（KPIの実績値が無い状態）



（４）重点施策関連事業
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3年度決算額1,065,640千円のうち、500,000
千円は生涯活躍のまちインフラ整備費補助
金（2年度繰越事業）
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